
（岐阜県農業技術センター 野菜果樹部） 

 近年、若い世代におけるカキの消費低迷が著しく、将来におけるカキの需要
低下が危惧されています。このような状況の中、食味の優れている‘太秋’は
消費拡大の一助になると期待されています。しかし、果実の表面に条紋が発生
し、外観品質の低下することが大きな課題でした。そこで、光反射資材の被覆
および袋かけによる条紋軽減技術を開発しました。 

抗菌ﾌｨﾙﾀｰ 

（研究成果） 
・８月下旬から９月上旬頃に光反射資材（タイベック７００ＡＧ）を被覆するこ 
 とによって（被覆率９０％）、条紋が軽減されます。 
・９月下旬頃に袋かけ（白色パラフィン袋、ポリプロピレン製透明袋）を行うこ 
 とによって、条紋が軽減されます。なお、袋の種類による差は認められません。 

カキ ‘太秋’の条紋軽減技術を確立しました 

光反射資材の被覆が赤秀率に及ぼす
影響 
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光反射資材 無処理 

袋がけが赤秀率に及ぼす影響 

光反射資材の被覆 袋かけ 

条 紋 

（果実品質は岐阜太秋柿選果基準（赤秀＞青秀＞無印＞平箱＞規格外）に沿って調査） 
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